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I．はじめに	 

1.1	 研究の背景	 

	 

1.2	 研究の枠組み	 〜「観光バリアフリー」概念の提起 	 

1.3 研究の目的と方法	 

近年、少子高齢化及び、高齢者・障害者の社会参加などの視点から、観光都市におけるバリアフリー化は

重要視されている。本研究では、観光地のバリアフリー化に積極的に取り組む岐阜県高山市を事例として、

バリアフリーの実態及び、高山市がバリアフリー化の進んだ観光都市として認識される要因について明らか

にした。本研究の調査により、高山市はバリアを完全に解消しているわけではないが、観光行動の重要なポ

イントについて高い水準でバリアフリー整備がなされているため、旅程の選択によっては、多くの対象にと

って観光が可能な都市であることがわかった。また、バリアフリーに関する取り組みを国内外に PRする場を

積極的に設けることで、「福祉観光都市」の位置づけを得ており、観光バリアフリーの先進事例として認めら

れるに至ったということが明らかとなった。	 
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1.4	 既往研究の整理	 
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Ⅱ.高山市のバリアフリー施策とインバウンド施策	 

2.1	 バリアフリー施策とインバウンド施策の内容	 

	 

2.2	 イメージ戦略としての観光バリアフリー	 

2.3	 小括	 

Ⅲ.高山市の行政主催モニターツアーの仕組みと実態 	 

3.1 高山市のモニターツアーの仕組み	 

 

1996

 
 

- 97 -



  

2010 9 30
513

 

 

2010

 
 

 

	 

	 

3.2	 行政主催モニターツアーのテーマの変遷	 
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3.3 高山市のモニターツアーが与えた影響	 
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3.4	 小括	 

Ⅳ.観光バリアフリーにつながる協働まちづくり	 	 

	 

4.1	 高山市中心市街地の商店街における取り組み 	 
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4.2	 高山市の歴史的町並みにおけるバリアフリー化	 

4.3.小括	 
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Ⅴ．まとめ	 
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